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花祭釈迦生誕会
（善水寺）
　仏祖の降誕を祝い、灌仏会を修す。当日、午後 2
時から寺院内で厳かに儀式が行われ、ゴールデン
ウィーク期間中は、金銅釈迦誕生仏が特別公開され
ます。

花祭釈迦生誕会

5 月 5日

愛宕祭り
（旧東海道沿い）
　愛宕さんは、鎮火の神さまと言われています。街
道筋では、何度かの大きな火事が起こったため、各
所で愛宕さんをまつるようになりました。同日に参
道沿いには、楽しい絵を描いた「あんどん」を設置し、
お祭りムードを盛り上げます。

愛宕祭り

7 月 23 日

鬼ばしり
（長寿寺・常楽寺）
　鬼子は、鬼面をかぶって扮装し、赤鬼は右手に太刀、
左手に松明をもち、青鬼は、両手で槍をかかえこみ
ます。住職の雷声（らいじょう）の一声ににわかに
大太鼓やホラ貝等の音で賑やかになります。悪鬼悪
霊追放と家内安全を願って行われています。

鬼ばしり

1 月中旬

さくらまつり
（にごり自然池公園）
　にごり池自然公園に咲く1000本桜は見事。期間中、
ライトアップも趣があります。市内の桜の名所で、
雨山文化運動公園内も 1000 本桜が咲きます。

さくらまつり

4 月上旬

節分会星祭
（善水寺）
　立春の前日、護摩供を修し厄除け並びに諸願成就
を祈ります。当日は、豆まきは、「福は内・鬼も内」
と言われ、赤鬼・青鬼・黄鬼が登場し、住職の説法
があります。

節分会星祭

2 月 3日

お田植え祭り
（日枝神社）
　昭和 5 年に始まった早乙女達によるお田植え踊り
は、昭和 9 年から毎年 5 月 1 日の大祭の奉納行事と
して、今日に至っています。また、同日には子ども
御神輿も巡行されます。

お田植え祭り

5 月 1日

石部例大祭
（吉姫神社・吉御子神社）
　いつから始まったという起源は定かでありません
が、明治 8 年からは、5 月 1 日に御神輿渡御日と執
行されたと言われています。当日、午前 9 時から神
社内で厳かに儀式が行われ、その後子ども・大人御
神輿が巡行します。

石部例大祭

5 月 1日

下田商工夏まつり
（下田商店街）
　湖南市商工会下田支部の商工夏まつり。下田商店
街で実施され、メインは、午後 9 時頃からの約 200
ｍのナイアガラ花火。当日は、午後 7 時 30 分頃か
ら各種イベントや模擬店にて賑わいます。

下田商工夏まつり

7 月中旬

ぼんのこへんのこ祭り
（松尾神社）
　午後 2 時から、十数人の子どもが「ぼんのこ」と
いわれるものを担ぎ、太鼓が鳴らされると、「ぼんのこ、
へんのこ、さくよもんのナスビヤーイ」と賑やかに
囃したて神社を出発し、街道筋から御旅所に向かい、
再び松尾神社に戻ってきます。旧来から、火難厄除
けの行事だと言われています。

ぼんのこへんのこ祭り

7 月 31 日

湖南市夏まつり
（野洲川親水公園）
　江州音頭コンテスト（踊り・仮装の部）・サンバな
どの催しがあり、模擬店も多数出店されます。当日は、
スターマインを含む約 1800 発の花火が満天の夜空
を彩ります。

湖南市夏まつり

8 月 4日

10 月 15 日

天保義民祭
（三雲・伝芳山）
　碑の建立地は、湖南市三雲の東南に位置する伝芳
山にあります。天保 13 年（1842 年）約 2 万人が、
三雲の横田川原に集まり、「十万日の日延べ」を訴え
たのが、天保の一揆だと伝えられています。当日、
義民祭が行われています。

湖南市東海道石部宿まつり・楽市楽座
（雨山文化運動公園）
　雨山文化運動公園内の宿場の里でタイムスリップ。
なりきり石部宿と題してのコンテストや多種多様な
イベント、模擬店も多数出店されます。また、全国
森林浴の森 100 選に選ばれた「臥龍の森」にてハイ
キング（約 70分）もお楽しみ下さい。
　健康まつりや赤十字フェスティバルも同時開催されます。

湖南市東海道石部宿まつり・楽市楽座

10 月 20 日

うつくし松フェスタ
（うつくし松グラウンド）
　うつくし松は、湖南市平松の南方美松山（びしょ
うざん）にあり、その面積は約 1.9ha で大小 200 本
が群生しています。その麓のグラウンドにて平松区
主催で午前 10 時から多種多様なイベントが実施さ
れます。

うつくし松フェスタ

10 月 28 日

川田神社

旧八王寺神社

西応寺Saiouji
奈良時代、良弁僧正により創建された少菩提寺37坊の一つ。周囲に広
がる自然と、それらとの調和を図った鈍穴流の枯山水庭園が見事。見
るものに心地よい開放感をもたらします。さらに庭園の構成にアクセ
ントを与えるのが、大小高低さまざまな石塔。その中には約10mの高
さを誇る「十三重石塔」と呼ばれる石塔があり、スケールの大きさが
実感できます。
■住所／湖南市菩提寺 1677
■お問い合せ／ 0748-74-1051
■公共交通機関／ JR草津線「石部駅」より車で約 10分
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Haisyoubodaiji
金勝寺の大菩提寺に対して少菩提寺と呼ばれていた寺跡。古くは37
以上もの建物があった大伽藍でしたが、元亀2年（1571年）間に織
田信長と六角氏の戦渦に巻き込まれ、廃寺となりました。史跡地に
残された「石多宝塔」は規模が大きく造立年（1241年）が明らかで
あることから、国の重要文化財に指定されています。近づき仰ぎ見
ると、その造形（塔高448cm）に壮大かつ力強さを感じます。

妙心寺二祖の墳墓拝塔
（妙感寺）
　妙感寺では毎年 9 月 28 日に妙心寺本山僧堂から
老師・修行僧が来られ、微妙大師（藤原藤房）の墓
前に香華をたむけ、お経を唱え、周辺の草抜き、落
ち葉拾いなどの清掃を行い微妙大師の遺徳を偲びま
す。

妙心寺二祖の墳墓拝塔

9 月 28 日

薬師千灯供養会
（善水寺）
　17 時頃から 20 時半まで開催されます。国宝本堂
の回廊に灯明をともし、世界平和と参加者の皆さん
の健康を祈ります。あなたも秋の夜のひととき虫の
音と灯明の明かりの中でお過ごしください。当日、
献灯も受付されます。

薬師千灯供養会

10 月 8日

八王寺神社


